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令和４年度 

公益財団法人 京都市生涯学習振興財団 事業計画 

 

１ 財団の概要 

 

 

２ 生涯学習総合センター事業 

（１）財団自主事業                                   

事業名等 説   明 

アスニーセミナー 

（京都アスニーで実施） 

歴史・文化から自然科学まで様々なテーマで，専門的な内容を学ん

でいただける有料の教養講座。 

令和４年度は平日に年４０回程度の単独講座及び連続講座を開講す

るのに加えて，受講者層を広げるため，年１回土曜日の午後に作家， 

著名人等を招き，有料の講演会を開講。 

アスニーアトリエ 

（京都アスニー， 

アスニー山科で実施） 

  継続的に取り組んでいただく趣味・実技講座として，語学・ヨガ 

・太極拳・和裁・茶道・シャンソン・筝曲・よし笛・囲碁・書道・ 

油絵・陶芸・フラワーアレンジメント等，多種多様な内容の講座を 

開講。 

項 目 説   明 

設立年月日 昭和５６年３月１６日 

平成２２年４月１日  公益財団法人へ移行認定 

設立の趣旨と目的 

（定款３条） 

京都のもつ歴史と文化を生かした生涯学習に関する事業を行い，市民

の自発的な学習意欲を喚起して生涯学習の振興を図るとともに，京都市

域における教育と文化の発展に寄与する。 

基本財産 ８０，０００千円 

理事会及び評議員会   理事１３名  監事２名  評議員１３名 

職員数   ２１７名（令和３年４月１日現在） 

業務概要 【財団が事業実施する施設】  

 生涯学習総合センター（京都アスニー，アスニー山科） ２館  

 図書館（中央図書館など４中央館と地域館）     １８館  

【財団が実施する事業】（詳細後述） 

  生涯学習事業 及び図書館事業 

  その他の事業 …駐車場運営，飲料水の販売等を実施 
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事業名等 説   明 

アスニーコーラス 

（京都アスニー， 

アスニー山科で実施） 

歌う楽しさを味わい音楽に親しむことにより，毎日を健康で潤いあ

るものとするため，初心者から経験者まで，幅広く参加できるコーラ

スグループを運営。 

 ※新型コロナウイルス感染症拡大の状況を踏まえ休止していたが，令和４年

１月～一部再開。令和４年度についても，感染状況を踏まえ，実施。 

【グループ名（形態）】 

〔京都アスニー〕 

ドリームコーラス（女声・混声合唱団） 

コール・ウィズユー（女声合唱団） 

ラ・コラール・デュ・ボア・ジョリ（女声合唱団） 

ひかりとともに（女声合唱団） 

〔アスニー山科〕 

コーラル・オー・トワ・ラヴィ（混声合唱団）        

シャンテ・オー・トワ・ラヴィ（歌唱団） 

コール・アスニー（混声合唱団） 

アスニーコンサート 

（京都アスニーで実施） 

気軽に音楽を楽しむことのできる機会として，京都市交響楽団員を

はじめとする一流の音楽家による「アスニーコンサート」を平成１９

年７月から開催。 

  事業の実施にあたっては，趣旨に賛同いただける京都の企業・団体

から協賛金を募り運営費に充当。 

  学校教育においても活用いただけるよう，学校団体割引制度も設置。 

京都通の文化誌 

「創造する市民」 

 

市民の生涯学習のきっかけとなるよう，千玄室所長による対談をは

じめアスニーで特に人気の高かった講座の講演録や京都でご活躍の先

生方の執筆による寄稿などを掲載し，発刊。 

山アスギャラリー 

（アスニー山科で実施） 

アスニー山科開館２０周年（平成３０年度）を契機に，一層の利用

促進を目指して館内ロビー中央の壁面に大きな掲示板（高さ 1.8メー

トル，幅4.8メートル）を設置。 

掲示するテーマごとに掲示板全体のデザインを一新し，常に新鮮な

視点での情報提供に努めており，主催事業のＰＲをはじめ，家族での

来館を期待して近隣小学校の作品展示を行うほか，サークル団体や貸

館利用者によるユニークな取組を紹介して活動の活性化を支援する。 
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（２）受託事業（京都市からの委託を受けて実施）             

事業名等 説   明 

京都市平安京創生館

における展示事業 

（京都アスニーで実施） 

平安京を間近に体感し，学習できる京都市唯一の施設として，京都ア

スニー1階に開設。 

平安京の町並みや建造物の復元模型の常設展示を中心に，当時の遊び

や平安貴族装束の着付けが体験できるコーナーを常設するほか，展示事

業をより魅力あるものにするため，毎年度２期に分けた企画展を実施。 

令和４年度は，京都アスニー開館４０周年記念企画展の最後を飾る 

３期「幻の宮 伊勢斎宮と平安京『みえてきた幻の宮』」の開催に続き，

平安時代後期の末法思想に着目した「阿弥陀堂の京
みやこ

」をテーマに企画

展を開催。 
 

アスニー特別講演会 

（京都アスニーで実施） 

市民一人ひとりが自ら学び教養を高める中で，人生をより深く豊か

なものとしていくことを目的として，京都が誇る歴史・文化・文学・

伝統芸能等をはじめ，健康・環境・人権・防災など様々なテーマにつ

いて，関係機関とも連携しながら各分野の専門家を講師とする無料の

講座を実施。 

※ 京都アスニーで年間３０回程度，アスニー山科で年間２０回程

度開催。 

アスニー山科に 

おける教養講座 

※学びのフォーラム山科等 

（アスニー山科で実施） 

アスニー京都学講座 

（京都アスニーで実施） 

京都市内の歴史や文化関係機関等の研究者が日頃の研究成果を発表

し，市民の学びにつなげる場として，土曜に無料の講座を開講。 

 

発表と展示 

（京都アスニー， 

アスニー山科で実施） 

学びの輪やすそ野を広げる事業として，講座受講者や貸館利用者の

活動を中心に，その成果を作品展示や舞台発表で披露する場として，

また，より多くの市民が新たに活動に参加するきっかけづくりの場と

して，各々で開催。 

視聴覚センター事業 

（京都アスニーで実施） 

市内の学校や社会教育団体を対象に，無料で，ＤＶＤ教材，１６ミ

リフィルム，ビデオテープ及び映写機材の貸出及び人権啓発映画の試

写会等を実施。 

アスニーこどもコンサート 

・キッズシネマ 

（京都アスニーで実施） 

視聴覚フィルムライブラリーに所蔵する子ども向け映画やアニメ作

品の上映会を月１回実施。あわせて，学校で音楽活動を頑張る子ども

たちの励みとなるよう，年間を通してこどもコンサートを実施。入場

無料。 
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事業名等 説   明 

映画会 

（京都アスニー， 

アスニー山科で実施） 

視聴覚センターが保有するＤＶＤ等，４００以上のタイトルの映画

の中から参加者からのリクエスト（アンケート調査）を取り入れて

「アスニーシネマ」等として月１回程度上映。入場無料。 

※「アスニー シネマスペシャル」として年１回，京都アスニーで

長編映画を上映 

バリアフリー映画会 

（京都アスニーで実施） 

  平成２８年４月の「障害者差別解消法」施行を機に，京都市の生涯

学習の拠点として，関係機関の協力を得て，障害のあるなしの垣根を

越えて広く一般市民の方を対象に年１回上映。入場無料。 

その他 

（京都アスニーで実施） 

１６ミリ映写技術講習会 
 

 

 

 【生涯学習事業の参加者数】 

区 分 令和元年度 令和２年度 増△減 

京都アスニー 

（うち平安京創生館入館者数） 

１５１，０２９人 

（８５，１４７人） 

５９，４７９人 

（３９，３０８人） 

 △９１，５５０人 

（△４５，８３９人） 

アスニー山科 ２４，７２６人 ２，７７３人 △２１，９５３人 

計 

（うち平安京創生館入館者数） 

１７５，７５５人  

（８５，１４７人） 

６２，２５２人 

  （３９，３０８人） 

△１１３，５０３人 

（△４５，８３９人） 
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（３）貸館事業（京都市からの委託を受けて実施） 

  生涯学習に係る自主的な学習活動のための場を提供。教室形式の研修室や和室，大小の会

議室，サークル活動室，ホールなど様々な用途に利用いただける施設を備えている。 

  とりわけサークル活動室については，防音機能を有し，二足制の部屋であることからも常

に人気があり，音楽活動や体操・ヨガ等，多様な活用がなされている。 

  また，平成２８年４月施行の障害者差別解消法を契機に導入したヒアリングループ（補聴

器等を利用される方の“聞こえ”を支援する設備）は，貸館利用の際，希望者に携帯用ヒア

リングループの貸出を行っており，卓上ヒアリングループはカウンターに常設している。 

引き続き，貸館で共用する備品類の消毒・こまめな換気・飛沫防止の工夫など，安心・安全

にご利用いただくための対策を徹底して講じながら，併せて，高齢者や配慮が必要な方への柔

軟な対応，給水スポット設置・案内表示や駐輪場の環境整備・敷地内の緑化・情報誌「まなび

すと」掲載記事の工夫など，使いやすく親しみやすい施設を目指した取組を進めている。 

 

〔研修室等の利用状況〕 

区 分 
令和元年度 令和２年度 増△減 

利用回数 利用率 利用回数 利用率 利用回数 利用率 

京都アスニー 6,134回 41.8％ 4,363回 29.8％ △1,771回 △12.0㌽ 

アスニー山科 3,544回 54.0％ 1,833回 37.6％ △1,711回 △16.4㌽ 

 

 

 ＜自習室の開設＞ 

京都アスニーにおいて,平成２７年度後期から試行的に開設をしていた自習室については，

利用者からの要望が多いこともあり，平成２８年度以降，貸館事業において空室が発生した

際に開設している。 

開設にあたっては，利用者に検温・マスク着用・健康状態の確認 等の協力をお願いしなが

ら，こまめな換気・消毒・座席間の距離を適切に保った上で飛沫防止の仕切りを設置する等

新型コロナウイルス感染症予防対策を行っている。 
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（４）情報発信 

項 目 説   明 

生涯学習情報コーナー 

（京都アスニー， 

アスニー山科で実施） 

生涯学習の拠点施設として，市民のニーズに応じて幅広く

学習いただけるよう，館内に「生涯学習情報コーナー」を設

け，京都市及び京都市近郊で行われる講座・講演会，展覧

会，演奏会などのイベント情報や施設案内等の情報（ちら

し・パンフレット等）を配架。 

ホームページ（ＨＰ）では，京都市の関係機関や大学・短

期大学，博物館・美術館等の文化施設，民間カルチャーセン

ター等のＨＰともリンクし，生涯学習に関する様々な情報を

紹介。 

生涯学習講座のご案内 

「まなびすと」 

京都アスニー及びアスニー山科で実施する講座・講演会，

実技教室，コーラス・イベントの情報や寄稿等による事業内

容の紹介など，広く市民に情報発信するために発行。 

貸館利用団体 掲示板 

（京都アスニー， 

アスニー山科で実施） 

京都アスニー及びアスニー山科で活動されている方（団体 

・個人）を対象に，館内で実施するイベントの情報や，サー 

クルの紹介・新規会員募集の告知など，ちらしの掲示と配架 

のできるコーナーを設置している。 

（アスニー山科では，サークル案内コーナーとして設置。） 

 

 

（５）その他の事業の概要（収益事業） 

項 目 説   明 

駐車場の運営 

（京都アスニーで実施） 

京都アスニーの敷地の一部を京都市から賃借し，京都アスニー

と中央図書館の来館者等に利用いただける駐車場の運営を行う。 

（料金：施設利用者は 30 分につき 100 円，上限 1,000 円(5 時間

以上)） 

その他 

（京都アスニーで実施） 

① 自動販売機による飲料水の販売（アスニー山科でも実施） 

② レンタルボックスの提供 

③ 市バス回数券等の販売等 
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３ 図書館事業 

(１) 京都市図書館の概要 

※ 京都市直営の移動図書館，こどもみらい館子育て図書館，コミュニティプラザ深草図書館の実績を   

含む（令和２年度の利用状況による） 

 

 

 

項 目 説   明 

館 数 

１８館 

当財団にて事業を受託している４つの中央図書館と１４の地域図書

館のほか，京都市直営のこどもみらい館子育て図書館・コミュニティ

プラザ深草図書館・移動図書館「こじか号」で，京
みやこ

ライブラリーネッ

トを構築している。 

※ 移動図書館「こじか号」(市直営)は，既存の図書館を中心とした半径２㎞以内

に入らない地域を巡回。（令和３年１２月３１日現在 巡回基地４１箇所） 

開 館 日 ･ 

開館時間等 

① 全館で，火曜日，年末年始（１２月２９日～１月４日）及び図書

特別整理の期間を除くすべての日を開館 

② 平日の開館時間 

【 中央・右京中央・伏見中央・醍醐中央図書館 】 

 午前９時３０分から午後 8時 

【 北・左京・山科・下京・南・西京・洛西図書館 】 

午前９時３０分から午後７時 

【 岩倉・東山・吉祥院・久世ふれあいセンター・向島・醍醐・

久我のもり図書館 】 

[月水金曜] 午前 ９時３０分から午後５時 

[木 曜] 午前１１時３０分から午後７時 

③  土日祝日の開館時間は全館午前９時３０分から午後５時 

④ ４中央図書館で夏季（７月・８月）土曜日の開館時間を午後７時

まで延長（通常は午後５時） 

※ 新型コロナウイスル感染症の拡大状況に伴い，全館の開館時間を変更する

可能性あり。 

蔵 書 冊 数 約１９４万冊 

個人登録者数 約４０．１万人 

入 館 者 数 約３０３万人（１日あたり １１，００４人） 

貸 出 人 数 約２０９万人（１日あたり ７，５７８人） 

貸 出 冊 数 約６５９万冊（１日あたり ２３，９７１冊） 



8 

 

(２) 図書館事業の概要 

京都市図書館では，「はばたけ未来へ！京プラン（京都市基本計画）」を踏まえ，図書館が

市民の学びを支える最も身近な生涯学習施設として積極的に活用されるよう，利便性の向上

に努める。 

また，「第４次京都市子ども読書活動推進計画」に基づく子どもの読書活動を推進する取

組に重点をおくとともに，あらゆる市民を対象とした読書活動推進事業及び図書館を活用し

た生涯学習推進事業に取組む。 

 

 

◎は全館で取組む事業 

 

 

 

 

① 利便性向上に関する取組 

◎ (ア) 図書館利用者サービス 

 (イ) 図書館返却ポストの地下鉄駅等への設置 

 (ウ) 自動貸出機の設置 

◎ (エ) 書籍消毒機の設置 

◎ (オ) 郵送等によるサービスの実施 

◎ (カ) 「読書バリアフリー法」の趣旨を踏まえただれにでもやさしい開かれた図書館として  

の取組 

・ 障害者に対するサービス 

・ 高齢者に対するサービス（認知症サポート等） 

・ 乳幼児連れ保護者に対するサービス 

・ 外国人利用者に対するサービス 

・ その他 

 

 

 

〈１〉 一層身近な図書館となるよう利便性の向上に努める取組 

市民に最も身近な学びの拠点として，図書館を一層活用してもらえるよう，利便性の向上を図る 

在宅貸出制度，特別貸出制度，音の文庫事業（京都ライトハウスとの連携事業），

視聴覚障害情報総合ネットワーク（サピエ）への加入，録音資料貸出制度，大活字

本・点字図書，対面朗読等。令和２年度から，京都府視覚障害者協会のメーリングリ

ストへお知らせの掲載を依頼。令和３年度からは，「オンラインによる対面朗読サー

ビス」を開始。 

シニア世代の力を活かした取組やシニア世代をサポートする取組として，シニア

世代の作品展示，音読教室，高齢者施設への出張事業などを実施。 
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◎ (キ) 他の図書館との連携 

・ 京都府立図書館及び府内図書館（K-Libnet，返却資料お預かりサービス等） 

・ 大学図書館（K-Libnet，京都市立芸術大学との相互貸借等） 

・ 国立国会図書館 

・ 市会図書・情報室 

・ その他の図書館（他自治体の公共図書館，図書室機能を備えた施設等） 

◎ (ク) 隣接自治体との相互利用（宇治市，大津市の公立図書館との相互利用を実施） 

 

② 広報サービス 

 (ア) 広報サービス 

・ 情報誌「京図ものがたり」の発行 

・ 図書館利用案内及び「いつだって図書館」の発行 

◎・ 京都市図書館ホームページによる広報 

・ 京都市図書館ＳＮＳによる広報 

◎ ・報道機関に対するプレスリリースの発行 

◎ ・各図書館による各種広報活動の実施 

・図書館の役割を知ってもらう取組（書庫ツアー，施設見学等） 

 

③ 図書館の環境整備 

◎ (ア) 京(みやこ)ライブラリーネット 

・他館資料予約・取寄せ・返却サービス（ブックメール事業) 

・インターネットサービス 

 (イ) システム更新（令和５年２月実施） ····································  新 

・電子書籍サービスの導入 

平成３０年１１月から「返却資料お預かりサービス」の本格実施により，京都府立

図書館・京都市図書館相互のカウンターで貸出資料の返却が可能。 

京都市図書館のＰＲを目的に，より即時性の高い情報発信を目指して公式 Twitter

を開設。現在，「京都市図書館」「醍醐中央図書館」「西京図書館」の Twitterを運営。

令和３年度からは，「醍醐中央図書館公式 YouTubeよもうちゃんねる」を開設。 

業務の効率化が可能な図書館システムを構築し，システムの機能を有効活用でき

る運用を整える。 

令和４年度より，右京中央図書館が所蔵する郷土資料のデータを国立国会図書館

総合目録ネットワーク（ゆにかねっと）へ提供を開始予定。 

コロナ禍における新しい生活様式を踏まえた非来館型のサービスとして，システム

更新に合わせて導入。 
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① 子どもの読書活動推進のための取組（「京都市子ども読書活動推進計画」に基づいて） 

 (ア) 啓発事業 

・ブックリスト「本のもり」の改訂（令和４～５年度：「赤ちゃん編」「中学校編」） 

◎・ブックリスト「本のもり」の配布と掲載図書の展示（赤ちゃん編～中学校編） 

・３歳児健康診査における「本のもり 幼児編」の全員配布 

・京都市内小学校１年生への「本のもり 低学年編」の全員配布 

◎・ 子どもを対象とした資料のテーマ展示 

・夏休みの子ども向けレファレンス 

◎ (イ) 特別事業 

・「子ども読書の日」記念事業（4/1～4/30） 

・「読書週間」記念事業（10/27～11/9） 

 (ウ) 乳幼児に対する取組 

・乳幼児保護者用読書ノートの改訂と配布 

◎ ・京都版ブックスタート事業への協力（コーナーの設置と指定図書の展示等） 

◎ ・乳幼児対象の定例行事・特別行事（概ね年間 10回実施） 

◎ (エ) 小学生に対する取組 

・お楽しみ会等の定例行事・特別行事 

 

 

 

〈２〉 読書活動の推進に向けた図書館を活用した生涯学習推進事業 

「豊かな人生は学びとともにある」という観点から，図書館を活用して，子ども・

若者・高齢者まであらゆる世代の市民だれもが学ぶ喜びを実感し，みずからを磨き

高めることをサポートする 

学校・保育園等の関係団体と「子どもの読書活動推進のための懇談会」を設け，子

どもの読書活動の推進に向けた取組について継続して協議を行っており，その取組

の一環として，子どもたちに読んでもらいたい本の年代別リスト「本のもり」を作成

し，図書館等で市民に配布。２年ごとに２種類ずつの改訂を行っており，「小学校中

学年編」「小学校高学年編」の改定版は令和４年４月から配布開始。 

子どもたちの創造力の育成や感性を豊かにするなど，その成長に欠かせない読書

活動を振興するため，「子ども読書の日」（４月２３日）にあわせて様々な事業や取組

を展開。「０歳からの絵本コンサート」（京都堀川音楽高校との連携事業），子どもの

本のブックリサイクル，おたのしみ会等。 

 

京都市子ども文庫連絡協議会との合同講演会，ビブリオバトル異世代交流戦，読

書絵はがき展等 
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 (オ) 中学生・高校生に対する取組 

◎ ・中学生・高校生の利用者増に向けた取組（登録者数の増加等） 

◎ ・ティーンズコーナーの設置 

◎ ・中高生おすすめ本の展示 

◎・ティーンズ向け広報誌の発行 

・「高校生読書活動推進図書館」の指定（下京図書館，東山図書館 他） 

・ティーンズ対象事業の実施（ビブリオバトル等） 

(カ)学校等との連携 

◎・保育所，幼稚園，小学校，中学校，高等学校，総合支援学校との連携 

◎・学校団体貸出 

◎・「めざせ１００冊！読書マラソン」への協力 

・「調べ学習のための推薦図書」リストの作成 

◎・夏休み課題図書の展示と貸出 

◎・図書館見学受入 

◎・「生き方探究・チャレンジ体験」受入 

・総合支援学校生徒の「職場実習」受入 

・学校への出前事業 

◎・出前専用軽ワゴン車「青い鳥号」を活用した学校訪問（ブックトーク，お話会等） 

・中高生への読み聞かせ講座 

・教育委員会が実施する教職員等研修への講師派遣 

（学校図書館支援事業による学校司書研修等） 

(キ) 図書館司書研修の充実 

・子どもの本コンシェルジュ養成講座 

 

 

高校生の読書活動支援を調査・研究する図書館を指定し，指定図書館と市立高校

が綿密に連携を取りながら，高校生のニーズにあった取組を推進。令和元年度より

下京図書館が堀川高校，令和２年度から東山図書館が日吉ヶ丘高校との連携を開始

し，令和４年度も引き続き様々な取組を実施予定。これまでの取組として，読書アン

ケート，学校団体貸出，出張カード作成，連携高校に向けての広報，ブックリサイク

ルなどの連携事業を実施。令和３年度は，「高校生しおりデザインコンテスト」を開

催し，応募総数１７６点から選ばれた最優秀作品 1点 優秀作品 2点を「しおり」に

して，２５，０００枚を配付。 

令和元年度から，京都市図書館司書等を対象に，各図書館等において，子どもの読

書の指南役となり，また現場における読書活動推進のリーダーとなり得る職員の資

質向上を図る研修として，外部講師による講座を開催。 

受講生は，２年間に渡る全１０講座の受講を原則とし，かつレポート課題を提出

した者に修了証が発行され，京都市図書館認定「子どもの本コンシェルジュ」とし

て，各図書館等で活動することができる。令和３年度からは，第２期の講座を実施。 
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 (ク) 地域団体・ボランティアとの連携 

・子ども読書活動推進のための懇談会 

・読み聞かせボランティアの協力 

・講演会等の実施 

◎ ・読み聞かせ講座の実施 

 

 (ケ) 館外に出向いての取組 

・ 青い鳥号による出前サービス 

（保育フェスタ，ＰＴＡフェスティバル，植物園フェスタ等） 

・ 地蔵盆等地域への出前読み聞かせ 

 

② あらゆる利用者を対象とした読書活動推進事業及び図書館を活用した生涯学習推進事業 

 (ア) 京都大百科事典的図書館の展開（右京中央図書館） 

・京都に関する資料の収集 

・京都に関するレファレンス対応（Ｅメールレファレンスの受付） 

◎ (イ) 特別事業 

・「読書週間」記念事業（10/27～11/9） 

＊「司書のイチオシ」 

◎ (ウ) リサイクル事業 

・ブックリサイクル（不用図書の無償譲渡） 

・雑誌付録の活用 

 (エ) 図書館展示 

◎ ・図書館資料等の特設展示 

＊「憲法月間」「環境月間」「平和関連」「古典の日」「人権月間」 

・ 他機関との連携による展示 

＊「きょう･いのち･ほっとブック事業」「お酒を○読もう」「男女共同参画」 
「認知症啓発」等 

 (オ) 司書の専門性を生かした取組 

◎ ・「司書のイチオシ」（本の紹介） 

◎ ・レファレンスサービスの普及 

・フロアワーク 

 (カ) 図書館司書研修の充実 

・ レファレンス研修の体系化 

(キ) 文化庁移転を踏まえた文化芸術事業 

・講演会，映画会，朗読会等の実施，芸術作品の展示等 
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(ク) 地域の特色に応じた取組 

・地域の文学探訪 

・地域に関する講演会 

・地域に関するコーナーの充実 

・その他 

(ケ) 他団体と連携した取組 

・大学等との連携 

・ＭＬＡ連携（博物館，美術館，図書館，文書館） 

・植物園，動物園，水族館等との連携 

・病院，高齢者施設，社会福祉団体等との連携 

・ＮＰＯ，ボランティア団体等との連携 

・公的機関，民間との連携 

(コ)  図書館ボランティアの活用 

 

 

 

山科図書館７０周年，醍醐図書館４０周年，吉祥院図書館３０周年 

（参考：伏見中央図書館・洛西図書館３５周年，醍醐中央図書館２５周年） 

 

〈３〉 周年事業等 


